
 
 
 

令和８年度 
 
 
 
 
 
 

高規格救急自動車購入仕様書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤磐市消防本部 
 
 
 
 
 



目 次 
 

項  目 ペ ー ジ 
第１ 総 則 １ 
第２ 提出書類及び検査 １～２ 
第３ 車両及び車種 ２～３ 
第４ 仕 様  ３～１０ 
第５ 塗色及び記入文字 １０～１１ 
第６ 補 則 １１～１２ 
第７ 留意事項 １２ 
高規格救急自動車取付品 １３～１８ 

 
 



1 

第１ 総則 
１ この仕様書は、赤磐市消防本部（以下「当本部」という。）が令和８年度消防施設

整備計画に基づいて整備する、高規格救急自動車（以下「車両」という。）の艤装

及び高度救命処置用資機材の整備等について必要な事項を定める。 
２ この車両は、救急業務実施基準及び道路運送車両法並びに道路運送車両の保安

基準等各種の関係法令に適合するものとし、完成後は中国運輸局岡山運輸支局の

検査に合格し、緊急自動車（緊急自動車届出を除く）として新規登録手続きを完

了したものを納車すること。 

３ 車両の製作は、安全基準の明確化によりＩＳＯ認証取得による品質管理システ

ムによって行われるとともに、本仕様書及び承認図書により艤装され、装備品は

最新の機種、新品を使用すること。 

４ 主要装備は本仕様書に定めるほか、自動車メーカーが公表した最新標準装備と

する。  
５ 車両は機動性、操縦性、車両安定性が高く、かつ室内は居住性、静粛性に優れ（室

内においてサイレン吹鳴時に５０ｄｂ以下）、業務の遂行が迅速に行える広い空間を

有していること。 
 ６ 契約後に疑義が生じた場合は、全て当本部の解釈に従うものとする。なお、仕様

についての説明並びに補足説明及び質疑応答に関する事項は、すべて本仕様の補完

事項とし、この仕様書に記載のない事項についても良心的に対応すること。  
７ 受注者は、契約後２週間以内に当本部と細部についての打合せを行い、打合せ後

１０日以内にその内容についての記録を提出すること。  
 なお、打合せ後仕様に係る資機材等に型式、形状等の改良、変更が生じた場合に

は同等品以上の製品により代替を可能とするが、製品並びに資料等の提示とともに、

事前に当本部の了承を得ること。 
 ８ 仕様変更を行う場合は、理由書及び図面等を添えて発注者の承認を得ること。 
 
第２ 提出書類及び検査 

１ 受注者は、艤装に先立ち、次の関係図書を速やかに当本部に提出し、当本部の承

認を得たのちに製作に着手すること。（提出部数は各２部） 
なお、１部は承認した旨を付して受注者に返却するので、双方が製作の過程にお

ける参考資料とする。 
（１） 製作工程表 
（２） 車両五面図 
（３） 室内配置図 
（４） 電気配線系統図 
（５） インパネ図 
（６） 主要諸元表 
（７） 発注者が提供する所定の様式に、車両の艤装、取付け付属品、資機材の品

名・規格・形式・数量・単価等を記入した価格明細表 
（８） その他当本部が指示するもの 

２ 艤装の進行にともなう諸種の事由及び本仕様書並びに承認図書の内容等に不具合

が生じ、変更を余儀なくするとき、または不審な点が生じたときは、速やかに当本

部に連絡して担当者の指示に従うものとする。なお、変更する内容等については双

方が協議の上、確認書等を取交わして誤りのないようにすること。 
３ 受注者は納入時に次のものを当本部に電子媒体、または紙媒体で提出すること。 
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（１） 完成車の写真（カラーサービスサイズ）         ２部 
ア 斜め（概ね４５度）からの前後の左右面（各１枚） 
イ 両側面及び前後（各１枚） 

（２） 艤装及び積載関係図書                各２部 
（３） 自動車及び救急用資機材、取付品等の取扱説明書    各２部 
（４） 自動車検査証（Ａ４版）                １部 
（５） 自動車損害賠償責任保険証明書（Ａ４版）        １部 
（６） 自動車検査証（Ａ４版）                ２部 
（７） 自動車損害賠償責任保険証明書の写し（Ａ４版）     ２部 
（８） ＥＴＣセットアップ証明書               １部 
（９） 保証書及びその他当本部が必要と認めるもの      必要数 

４ 検査は中間検査及び完成検査とし、中間検査については、資料の提出をもって行

うものとし、完成検査については、当本部係員の立会いの上、仕様書等に基づいて

実施する。また、受注者が検査を受けようとするときは、検査予定日の１か月前ま

でに検査計画書を提出し、当本部の承認を得ること。なお、目視できない箇所につ

いては事前に写真撮影し、検査時に資料として提出すること。 
５ 検査の結果、当本部が不合格とした箇所については、受注者は速やかに修理･修復

し、再検査を受けること。ただし、再検査に係る費用は受注者が負担する。  
６ 検収は、陸運支局の新規登録検査に合格後、当本部が本仕様書に基づく内容及び

作動の状況等の検査を実施し、良好と認めたのち受注者より車両等を受領して完了

とする。 
 
第３ 車両及び車種 

１ 車両 
（１） 主要寸法等 

ア 車 両 
（ア） 全 長      ５，３００ｍｍ以上 ５，８００ｍｍ以下 
（イ） 全 幅      １，８００ｍｍ以上 １，９００ｍｍ以下 
（ウ） 全 高      ２，４００ｍｍ以上 ２，５５０ｍｍ以下  

イ 室 内 
（ア） 全 長（患者室） ３，３２０ｍｍ以上 
（イ） 全 幅      １，７００ｍｍ以上 
（ウ） 全 高      １，８００ｍｍ以上 

ウ 乗車定員        ７名以上 
（２） 車 種 

ア 駆動方式は４輪駆動とする。 
イ エンジンは総排気量２．５Ｌクラス以上の水冷４サイクルガソリン仕様で、

最高出力は１４０ｐｓ以上であること。 
ウ 変速装置はオートマチックトランスミッションとし、変速機構はメーカーの

標準仕様とする。 
エ ＡＢＳ（アンチロックブレーキシステム）装着であること。 
オ 燃料タンク容量は６５Ｌ以上であること。 
カ 運転席及び助手席は、SRS エアバック装置、自動ブレーキ、車線はみ出しア

ラート、自動ハイビーム、全方向モニター、横滑り防止装置、発進加速時空転

防止装置付きとする。（メーカーオプションが無い場合は当本部と協議） 
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２ 取付装備品はメーカー公表の標準装備品のほか、仕様書によるものとする。 
 
第４ 仕 様 
 １ 全般 

（１） 車体はシャーシ及びボディ並びにユニット等の付属品から構成されるもの

とする。 
（２） 艤装は総体的な重量の軽減を図り、前後軸及び左右にかかる荷重のバラン

スを十分に考慮して施工すること。 
    また、構造材及び取付品の設置にあっては堅牢、確実に取付け、離脱、緩

み等が起きないように配意すること。 
（３） 車両に使用する材料及び部品は、特に指示するものを除き日本工業規格品

若しくはこれと同等品以上の新規または新品のものを使用すること。  
（４） ネジ類は、ＩＳＯネジまたはこれに準ずるものを使用するとともに、主要

部及び緩みの発生しやすい部分のボルトには、ダブルナットまたは特殊ナッ

トを用いること。 
また、小ネジ、ビス等には緩み止めのシール剤を付加すること。 

（５） 主要構造部には、一般構造用鋼材を使用すること。  
（６） その他の材料は次によること。 

ア 内装材はすべて難燃性のものを使用すること。 
イ ゴム製品はすべて耐油性の合成ゴムを使用すること。 
ウ 木材を使用する場合は十分乾燥したものを用い、形成後の変形、割れ等の生

じにくいものを使用すること。 
（７） 車両及び架装全般については、耐久性、防水性並びに防錆性を十分に考慮

して施工すること。 
（８） 使用取扱い上の安全性及び操作性を十分に配慮したものであること。  
（９） 完成車は当本部の意に沿うものを目的としていることから、艤装に係る形

状及び構造等の詳細については別途当本部と十分な協議をすること。 
２ 車体 

（１） 車両は、積載する救急資器材及び観察資器材を用いた業務の遂行に支障の

ない空間と緩衝性を有していること。 
    また、仕様に基づく重量においても、傷病者に悪い影響を与えず、資機材

の機能を損なうことなく安全、確実に積載、運用できること。 
（２） タイヤはスペアタイヤを含め車両総重量に合った国産ラジアルタイヤとし、

ホイルとタイヤの適合性も十分に考慮すること。また、国産スタッドレスタ

イヤ及びワンタッチ式のゴム製タイヤチェーン一式を装備すること。  
（３） オルタネーターは１２Ｖ－１５０Ａ以上とし、オートアイドルアップシス

テムを備え、車両装備及び積載資器材に対して十分な電気容量を確保できる

ものであること。 
（４） バッテリーは次によること。 

ア バッテリー容量は１２Ｖ－１２０ＡＨ（２０時間率）以上とする。 
イ 設置位置は床下の引出し式若しくは速やかに整備できる定置式とする。 
  また、ターミナルとの接続及び固定は安全性の高い方式とすること。  
ウ バッテリーの配線は、第２種キャプタイヤケーブル、またはこれと同等以上

のものを用いること。 
  なお、バッテリーからの直取り配線の場合には容量以上のコードを用い、回
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路にはヒューズを付加すること。 
（５） 艤装における電源の取出し、配線及びケーブルは機器の容量、消費等を加

味して施工すること。特に無線電話及び電子サイレンの接続には雑音障害等

に十分留意すること。 
（６） 取付装備品の電源は車両ヒューズボックスとは別に特装用ヒューズボック

スを設けて取出し、回路には個々の配線表示をすること。 
（７） 運転室はメーカー標準とし、運転室左右のドアにはサイドバイザーを設け

ること。 
（８） 傷病者室は資器材の収納庫及び各種機器を設置する棚、その他の収納部が

設けられること。 
（９） 傷病者室と運転室の間は容易に移動できる構造とすること。  
（10） 車両側面のドア（以下｢側面ドア｣という。）は傷病者等の乗降及び各種資

器材の搬入、搬出に支障のない幅と高さが確保されていること。 
（11） 後部ドアは傷病者等の乗降及びメインストレッチャーの積載に支障のない

幅と高さを有した、跳ね上げ式とする。また、乗降口には大型の手すりを設

けること。その形状については別途協議する。 
（12） 運転席において全扉の施錠及び開錠ができるように、集中ドアロック装置

を設けること。 
（13） 側面ドア並びに後部ドアには半ドア防止装置を設けること。 
（14） 助手席左側ドアの指定位置に隊長用ドアミラーを取り付けること。  
（15） 障害物コーナーセンサーをメーカー設定位置に設けること。  
（16） 動力伝達装置には、盗難防止又は誤発進防止のための改造装置を設けるこ 

と。 
（17） フロントグリルまたはパネルの中央部にクロムメッキ仕上げの消防マーク

（φ１５０㎜）を取り付けること。 
（18） 内装は次によること。  

ア 彩色はメーカー仕様とするが、傷病者に不快感を与えないものであること。 
イ 傷病者室の床面は雨天時の救急活動で、室内が濡れ又は汚れても滑りにくく、

清掃しやすいものとし、水拭きに耐える材質で、防音、防熱加工を施すこと。 
ウ 天井は形成部材とし、屋根部との間には十分な断熱材及び遮音材を付加した

ものであること。また、ルーフ取付け機器の点検が容易に行える構造とするこ

と。 
エ 室内での移動等に利用するアシストグリップ等を要所に設けるとともに、出

入り口等で手を掛けると予測される部材は堅固に固定すること。 
オ カーナビゲーション（最新地図データを内蔵、ＶＩＣＳ付、テレビ放送は受

信しない構造とする。）は可能な限り全方向モニターとし、所定の位置に取り付

けること。 
なお、全方向モニターは前部、両側部、後部ドア上部付近（全体が見渡せる

位置）に設けること。また、可能な限り車両前方左右・側方・後方を映し出す

システムを設けること。 
カ ＥＴＣはカーナビゲーションと連動し、運転室へ車両操作に支障がないとこ

ろへ取り付けること。セットアップは受注者側の負担で行うこと。 
キ ドライブレコーダー（車外前後・車内録画タイプ）は最長時間記録可能な記

録媒体を付属し連続録画、衝撃検知録画を可能にすること。 
（19） 照明は次によること。  
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ア 傷病者室の天井部にはＬＥＤ照明を配置し、必要により明るさの調整ができ

る機能があること。 
また、傷病者の症状観察及び処置に必要な患者灯を付加すること。  

イ 運転室の助手席側にはフレキシブル型のスポットランプを設けること。 
ウ ドアの開放に連動する室内灯またはステップ灯を設けること。 
エ 後部ドアには角度調整機能が付いたスポットランプを付加すること。 
  なお、スイッチは観察用の患者灯とは別に設けること。 
オ ヘッドランプはＨＩＤ若しくはＬＥＤで、オートレベライザー付きとする。

可能な限り標準より明るく、夜間及び雨天の走行時に支障のないようにするこ

と。 
カ 可能な限りＬＥＤを使用すること。 
キ 車両の左右にＬＥＤ作業灯を前後２灯ずつ、計４灯を設けること。また、運

転席、傷病者室に容易に切り替えができるスイッチを設けること。  
（20） 傷病者室側面のガラスはプライバシーガラスとし、下部３分の２にくもり

フィルム（すりガラス状）を貼り付けること。 
（21） 座席は次によること。 

ア 運転室の座席数は２座で、リクライニング及びスライド機構付のシートとし、

３点式のシートベルトを付設すること。 
イ 傷病者室の指定位置には、２点式シートベルト付の、後向き跳ね上げ式シー

トを設けること。 
ウ 側面（左側）に設ける座席（サイドシート）は、３点式シートベルト付の前

向き一人掛ハイバック折りたたみシート及び横向きシートとする。なお、横向

きシートにはシートベルトを所要数取付けるが、使用しない時には整理ができ

支障の無いものであること。また下部には収納スペースを設けること。 
  （22） 車両工具は、車両純正品（一式）を装備すること。なおジャッキは、積載

状態においても当該車両の車輪を地面から離隔可能な能力を有するものと

する。 
 ３ 取付装備品 
   車両取付品は別表に掲げるものとし、主な取付けは次によること。 

（１） 屋根上取付品 
ア 屋根上の指定位置には次のものを取付けること。  

（ア） 前部散光式赤色警光灯（自動可変式）      １式 
（イ） 後部側面用散光式赤色警光灯（自動可変式）   １対 
（ウ） 消防無線用アンテナ            １式 
    （取付け等については別途協議すること。） 

イ 屋根上の取付けにあっては、十分に強度のある補強を施し、雨水等が侵入か

つ溜まらず、腐食しないように施工すること。 
ウ 散光式赤色警光灯は、ビルトインタイプの車両一体型でハロゲンバルブ又は

ＬＥＤ式とし、被視認性の高いものとする。なお、球切れ等が発生した場合に

も容易に改修できるものであること。 
エ フロントバンパーの指定位置及び側面ルーフに前後２灯ずつ計４灯、後部ド

ア付近に高輝度ＬＥＤタイプの赤色点滅灯及び作業等を設けること。なお、前

後の散光式赤色警光灯及び全部の赤色点滅灯は同一スイッチで連動するものと

し、点滅リレーには防音を施すこと。また、後部跳ね上げ式ドア下部裏面に取

付けの赤色点滅灯は、後部跳ね上げ式ドアの開閉に連動し点滅するものとする。
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詳細は別途協議すること。 
オ アンテナは相互に干渉しないように保有距離を確保するとともに、送受信に

支障のないものであること。 
（２） 無線電話装置等 

ア 車載型無線機については、デジタル無線機を載せ替え取付けること。取付け

に必要な配線工事等（デジタル無線機及びＡＶＭ装置取付けに備えた対応を含

む）はしておくこと。 
また、車両動態管理（ＡＶＭ）システムを載せ替え取付け、各出力線等を準

備すること。（バック信号出力線、ＡＣＣからの出力線、バッテリーからの直接

線、車速パルス出力線等） 
イ 無線機本体は運転室の指定位置に取付けること。（別途無線取付け業者と協議

すること。） 
ウ スピーカーの取付け位置について、前部は運転室で音声が聞こえやすい指定

位置とし、後部は傷病者室指定位置に取付け、スピーカーと個別にミュートス

イッチにて音量を調節できるようにすること。 
エ 送受話器はハンドマイク型とし、運転室及び傷病者室の指定位置に設け、各々

からでも使用できるようにすること。 
オ 電源線は車両及び電子サイレンアンプからの障害を受けないようにするとと

もに、アンテナ等の配線は十分な被覆のあるものを使用し、プリカチューブ等

の保護配管を用いて、天井及び側板の裏に埋設させること。 
カ デジタル無線機及びＡＶＭ取付けにあっては、当本部が指定する業者と協議

したうえで行うものとし、詳細については当本部と別途協議すること。 
キ 傷病者室にスマートフォン対応型ホルダ（製品がない場合はマジックファス

ナー等）を取付けて電話を固定できる構造とするとともに、傷病者室の指定位

置に充電機能を設け充電できる構造（ＵＳＢ  ＴＹＰＥ-Ｃポートを２口設置）

とすること。 
（３） 電子サイレンアンプ  

ア サイレンは、「救急自動車に備えるサイレンの音色の変更について」（昭和４

５年６月１０日付け消防防第３３７号通知）のとおりとする。 
イ 運転室の指定位置にインダッシュに取付け、外部スピーカーから拡声できる

ようにすること。 
ウ サイレン吹鳴用スピーカーは車両指定位置に設けるが、本体は全天候性に優

れ、スピーカーは入力が大きく、音声が明瞭なものであること。 
また、サイレン吹鳴音が室内に反響しないよう十分な遮音材をドア、天井、

サイドパネル等に付加すること。 
エ 電子サイレン「ウー音」は、警告効果が高いものであること。また、起動は

「ピーポー音」連動とし、切り替えプッシュスイッチ（ウー音）は、助手席及

び運転席側に取り付けること。 
オ 音声合成装置の再生メッセージ（女性音）のスタートは次によること。 

（ア） 「救急車が通ります。道をあけて下さい。」は付加スイッチにより発  

声させること。 
（イ） 「交差点に進入します。ご注意ください。」は付加スイッチにより発  

声させること。 
（ウ） 「右（左）へ走行します。ご注意ください。」は車両の方向指示器と   

連動させること。 
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（エ） 「ご協力ありがとうございます。」は付加スイッチにより発声させるこ

と。 
（オ） 音声合成装置の音声は緊急走行時のみ拡声するものとするが、必要に

より緊急時でも音声がカットできるスイッチを設けたものであること。 
カ 配線等においては、車両及び無線電話からの障害がないように配意し、アン

プの保護に配意すること。また、電子サイレンアンプの詳細については当本部

と別途協議すること。 
（４） 冷暖房及び空調  

ア 冷暖房装置は運転室及び傷病者室を効率的に、かつ快適な環境をつくる能力

と機能を備えたものであること。 
また、除湿等においての水滴が車内に漏れない構造とすること。  

イ 傷病者室には騒音の少ない車両用換気扇を設けること。  
なお、取付けについては外部から雨水等が浸入しない構造とすること。 

（５） 収納庫及び積載棚 
次により設けることとするが、詳細については当本部と綿密な協議を行う

こと。 
ア 大型資機材収納キャビネット等は、傷病者室前方右側及び左側に設置し、数

段の仕切りを設け、各種の観察機器及び処置用資機材が効率よく設置され、収

納が十分にできるものであること。 
イ 運転室の座席後部や天井部の空間及び傷病者室の空間を利用した収納にする

こと。 
ウ 傷病者室の上半身部に近い部分の側面収納棚にある引き出し等には、患者が

不意な嘔吐をしても吐物が入らないような配慮をすること。 
エ 棚及び収納庫は必要により形状あるいは構造の変更が行えるものであること。

収納庫の一つを鍵付きのものにすること。 
オ 傷病者室右後部にスライド式扉タイプの収納庫を設けること。 
カ メインストレッチャー右側へ窓下側面収納庫を設けること。 
キ 左右のルーフサイドに収納庫を設けること。 
ク 傷病者室前方右側の指定する位置にディスポグローブ３箱、マスク１箱、ペ

ーパータオル及びウエルパス収納庫、書類入れ等を設けそれぞれが容易に交換

可能な固定装置を設けること。 
ケ 収納庫に設ける扉及び引出しには振動または積載物の移動によっても開放し

ない構造にするとともに、棚にあっても落下、飛び出し等がないように配意す

ること。 
コ 収納庫等の底面及び積載機器の固定装置にはゴム板等の緩衝材を付けること。 
サ 横向きシートの下部は収納枠を設けて器材の収納ボックスとする。  
  また、上部はサブストレッチャーを載せる架台としても使用するので、十分

な強度を持たせるとともに、ストレッチャーを固定できるベルト等を設けるこ

と。 
シ 車内天井部及び収納庫内には必要な点検口を設けること。 
ス 運転室には、今後装備機器が追加されることを考慮し、使用に基づく機器の

設置については追加分も含め当本部と十分に協議するものとする。 
セ 自動体外式除細動器（ＴＥＣ―２６０１）は、載せ替え取付けること。 

（６） 電装品 
ア 車載用インバーター（ＡＣ１００Ｖ変換用）を積載して、車内に設けたＡＣ
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１００Ｖ出力コンセントから積載機器の使用並びに充電が可能にすること。な

お、これらの回路はＡＣ自動切り替え式とする。     
イ 車載用コンバーターを積載し、外部電源（ＡＣ１００Ｖ）から１２Ｖ電装品

を使用可能にする。（傷病者室天井蛍光灯等） 
ウ 外部電源からバッテリーの自動充電を可能にすること。  

   エ 各電装品に必要な予備電球、予備ヒューズを附属すること。  
オ 運転席右上の指定位置にフレキシブル型マイクを設置し、容易な操作で外部

スピーカーから注意を促すことができるようにすること。 
カ 後部跳ね上げ式ドア下部裏面には開放時に後方からの視認性が高いＬＥＤ発

光式（赤色）の点滅停止表示灯を取り付けること。なお、点灯は警光灯と連動

させること。 
キ フロントルーフサイドにサイドフラッシャーランプを、また左右の後輪の前

に路肩灯（ＬＥＤ）を設けること。 
ク 車両後退時の注意を外部に促す音声合成式の警報機を設けること。  
  なお、警報器はメインスイッチにより切れる構造とすること。  
ケ 動力伝達装置には盗難防止又は誤発進防止のための装置を設けること。 
コ 運転室の指定位置に時計、電流計、電圧計を設けること。 

（７） スイッチ及び配線 
ア 電装関係のスイッチ等は運転室の指定位置に設け、個々に表示を付すこと。 
イ 特装関係の配線は自動車関係の配線とは別にヒューズボックスを設け、その

旨を個々に表示すること。 
ウ 配線には容量のあるものを用い、努めて埋設するものとし、アース設置部は

緩み防止を行うとともに、結線部は強固にすること。 
  また、回路に設けるリレー等には防音、防振等の措置を施すこと。 
エ 車両に設けるコンセントは、ＡＣ１００Ｖ用のコンセントを所要数設けるこ

と。 
オ 外部入力用マグネット式コンセント（ＡＣ１００Ｖ）をリヤバンパー左右い

ずれかに設け、外部入力ケーブルは１０ｍとする。また、外部電源コードを接

続状態ではエンジンスタートができない構造とすること。 
カ コンセント類は埋込み型とし、ソケットタイプは蓋付とする。なお、傷病者

室には２口以上のものとし、コンセントを指定する位置に必要数設け、運転室

には２口コンセントを運転席後部に設けること。 
キ 傷病者室の電装用スイッチ及びコントロールは容易に操作できる位置に設け、

各々にはその旨の表示をすること。 
   また、用いるスイッチ等は容量が十分あるものを使用すること。  
（８） その他の取付品は次によること。 

ア 車両後部には大型のステップを設け、その上面は滑り止め処置を施すこと。

また、ストレッチャーと接触する部分には全面金属で覆うこと。 
イ 運転室の指定位置にＡ３サイズの地図が容易に入る地図入れを取付けること。 
ウ 車両後部のバンパーには滑り止め加工を施したリアバンパープロテクターを

取付け、塗装部の保護と安全を確保すること。 
エ 運転室から傷病者室に至る通路の上面には床マットを設けること。  
オ 全シートに防水シートカバー上張りをつけること。 

  ４ 救急装備品 
    救急装備品は別表に掲げるものとするが、主な器材の設置は次によること。 



9 

  （１） 酸素吸入装置  
ア 医療用加湿酸素流量計はＮＳＹ型とし、２口以上とする。 
イ 積載酸素ボンベは１０Ｌ型２本とし、固定装置は個々に着脱できるもので容

易に取替えが可能な構造とすること。 
ウ 吸入装置の高圧用配管は努めて内張りの裏側を通し、室内に露出させないよ

う施工すること。 
エ 配管は耐圧、耐久性に優れた高圧用で、走行中の振動、衝撃等に十分に耐え

る安全な材質のものとすること。 
オ 配管は送気側の接続口、三方チーズ、取出し用接続口を適宜設けるとともに、

配管の離脱、漏れ等が生じないように確実に設置すること。 
カ 傷病者室の指定位置に加湿器、酸素マスク等の収納庫を設け、取出し用カプ

ラーに容易に接続できる構造であること。 
また、水容器は耐圧型とし、万一、破損しても傷病者及び同乗者に危害を与

えないものであること。 
キ 加湿酸素流量計の直近に、酸素マスク等の収納庫を上下２段もしくは前後又

は左右で取付けること。 
（２） 防振装置 

ア ストレッチャー防振架台は、走行時における路面起因の振動及び衝撃を低減

し、患者の負担軽減及び搬送時の安定性確保に寄与すること。方式は無電源式

または空気式とすること。 
イ 車両の加速度等により生ずる揺れ、振動、沈み等を十分吸収できるものであ

ること。 
ウ 業務遂行上、必要により防振を解除（固定）できる機能があること。  
エ 左右へのスライドは５段階以上のスライド固定機能を有すること。 
オ 当本部が指定するメインストレッチャーの積載等が容易であるとともに、固

定が確実でかつ離脱が速やかであること。 
カ 固定台座にストレッチャー落下防止ガイドを取り付けること。 
キ 固定台座には水洗い等に対する防水及び防錆措置を施すこと。  

（３） ストレッチャー等 
ア メインストレッチャーはファーノ製エクスチェンジストレッチャーとし、両

サイドアームはリリースリンケージシステムを設け、さらに両サイドアームに

はマット付のプレートを取り付けること。 
イ スクープストレッチャーはファーノ製モデル６５ＥＸＬとし、傷病者室内の

指定位置に専用の取付金具を用いて隔離して積載できるようにすること。なお、

取付金具は振動等で緩まないように確実に固定すること。 
ウ バックボードは傷病者室の指定位置に専用の取付金具等を用いて隔離して積

載できるようにすること。なお、バックボードは容易に取出しができ、傷病者

等に危害が生じないよう配意すること。 
（４） 自動車電話（携帯電話） 

ア 自動車電話（携帯電話）は傷病者室の指定位置にＡＣ１００Ｖ出力コンセン

ト方式の充電ができるように設置すること。 
イ 電源等の配線は努めて室内に露出させないよう配意すること。 

また、各種機器の付属コード及び接続コード等は整理して収納できるように

すること。 
ウ 電話の装置は形態により変更ができること。 
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エ 自動車電話（携帯電話）は旧車両のものを載せ替えとするが、電話機本体及

びワイヤレスイヤホンの両方が同時に充電できるよう、コンセントを２口設け

ること。 
オ 機種により形態等も異なるため、設置位置等別途協議すること。 

（５） 患者監視装置、人工呼吸器及び携帯型ＡＥＤさらに自動式心マッサージ機

等の機器は操作が容易な位置に設置すること。また、データの取出し並びに

測定のための付属コード、チューブ類は接続した状態で設置するため、適当

な容量のポケット及びフック等を設けて収納できるようにすること。  
（６） デジタル式時計及び温湿度計は確認しやすい位置に設けること。 
（７） 点滴フック及び点滴容器固定装置は指定位置に設けるが、下肢部への行為

についても配意すること。  
（８） 廃棄物入れは傷病者室の指定位置に設けるが、容器の取出し及び物の投入

が容易な構造とすること。 
（９） 電動吸引器は指定位置に専用のホルダーを設けて設置し、持ち出し及び取

付けた状態でも使用できるようにするとともに、直近に電源ソケットを設け

て充電を可能にすること。 
（10） その他 

ア 傷病者室の指定した位置にホワイトボードを取付けること。  
  なお、マグネットタイプの赤・青・黒色ペン、ホワイトボード消し、書類添

付用マグネットを必要数付属するもの。 
イ 傷病者室の天井部及びルーフサイドの指定位置に必要数のアシストバー及び

アシストグリップを設け、天井部にはルーフネットを取付け小物器材が収めら

れるようにすること。 
ウ レスキューセットは、車両右側面に専用収納ボックスを設け、収容できるよ

うにすること。 
エ 吸引器の指定位置下部に脱着式トレイを設けること。 
オ 取付金具、製作金物等は形状による危害防止に十分留意すること。 
カ 各種機器に付属するコード及びチューブ等は傷病者の顔面にかからないよう

に配置をすること。また、機器の設置においては防振措置を十分に施すこと。  
キ 他の処置用資器材は形状及び用途を勘案して収納庫、棚、ポケット等に収納

して積載できるようにすること。詳細については、別途当本部と協議すること。  
ク 傷病者室の指定位置に小物用のフックを５箇所以上設けること。 

 
第５ 塗色及び記入文字  
 １ 塗色    

（１） 車両外装は救急車色の白を基調とし、車体周囲に幅９０ｍｍを基本とする

赤帯、赤帯から間を開けず幅２０ｍｍを基本とする青帯（側面及び後面につ

いては再帰性に富んだ反射材）を付すること。後部ドア下部に幅２０ｍｍの

赤帯、幅９０ｍｍの青帯を付すること。 
（２） 塗装保護のため、車体コーティングを実施すること。 
（３） 詳細については別紙１「車体塗装詳細図」を参考にし、別途協議する。 

 ２ 記入文字 
（１） 車両の運転席ドア、助手席ドアの指定位置に青色のカッティングシートで

当本部固有の車両番号「１２」を表示。 
（２） ボンネット及び後部ドアの指定位置に青色のカッティングシートで「あか
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いわ１２」を表示、後部ドア下部に青帯と赤帯を表示。車両側面の指定位置

に「赤磐市消防署」を表示。 
（３） 車両側面上部の指定位置に、青色のカッティングシートで「ＡＭＢＵＬＡ

ＮＣＥ」を表示。 
（４） 周囲赤帯上に、「ＡＫＡＩＷＡ ＦＩＲＥ ＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ」と白

のカッティングシートで表示。 
（５） 屋根上部の指定位置に対空表示として「あかいわ救急１２」と黒色カッテ

ィングシートで表示。        
（６） 燃料給油口付近に燃料種別名を表示すること。 
（７） 車体に貼り付けるマグネットシート（白地）を次のとおり設けること。 
    なお、詳細については当本部から別途指示する。 
    （参考）「マイナ救急実施中！ 

マイナ保険証の提示にご協力ください」 
３枚  １００㎝×２０㎝  

        「ＳＴＯＰ（赤字）熱中症！まずは予防から」 
３枚  １００㎝×２０㎝  

（８） 表示文字のサイズ・書体等についての詳細は別紙１「車体塗装詳細図」を

参考とし、別途協議するものとする。また、カッティングシートは再帰性に

富んだ反射材（フロント及び屋根上部は除く）とする。 
 

第６ 補則 
１ 納入時には各部の点検整備、清掃、給油脂を十分実施するとともに、積載機器は

使用可能な状態に調整し、また燃料タンクに燃料を満たした状態で納入検収を受け

ること。 
また、積載機器等に付属するもので、固定されていないものについては個々に分

類して納入するものとする。 
２ 車両の納入期限は令和９年３月１９日以内とする。 
３ 受注者は車両等の納入時、各種資器材の取り扱い及び点検整備についての指導員

を派遣し、関係者に対して十分な説明をすること。 
４ 納入場所は、赤磐市消防本部とする。 
５ 保証期間は納入後１年間とする。 

ただし、保証期間経過後といえども架装及び製品の不備欠陥に起因する故障もし

くは破損の一切は受注者負担とし、速やかに修理交換するものとする。  
６ 予備品を附属すること。 

 （予備品） 
   予備リモコンキー×２個 

  各種予備電球及び予備ヒューズ 
   補修用塗料（白） 
７ 本件車両の新規登録に関する手続き、登録、回送等に要する経費は受注者の負担

とする。ただし、「自動車損害賠償責任保険」、「自動車重量税」及び「自動車リサイ

クル料」は当本部の負担とする。 
８ 当該車両に設ける支給品の移設置及び手続きは受注者側の負担とする。 
  なお、支給品について別表に記載のとおりとするが、詳細にあっては当本部と別

途協議すること。 
９ 現行の車両（トヨタ・ハイメディック、平成２６年３月１７日購入、自動車型式
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CBF－TRH226S）については、完成車引渡後に廃車もしくは一時抹消とし、費用

は受注者側の負担とする。 
 
第７ 留意事項 

１ 自賠責保険料（２５ヵ月）、自動車重量税、リサイクル手数料は、別途支払うので、

入札内訳書の参考資料欄に記入すること。 
２ 議決を要する契約となり、議決を経たときから本契約の効力が生じるものとし、

それまでの間は仮契約とする。仮契約締結後、議会の議決までに入札参加条件を満

たさなくなったとき又は指名停止措置等（岡山県内の他の地方公共団体の措置を含

む。）を受けたときは落札決定を取り消し、契約を締結しないものとする。  
 

以下余白 



番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

1 フ ロント 消防マーク メ ーカ ーマーク 無し １ 式

2 サイ ド フ ラ ッ シャ ーラ ンプ フ ロント ド ア上部　 左右ルーフ サイ ド 取付 2

3 路肩灯 左右後輪前部取付（ メ イ ンスイ ッ チ付）  Ｌ Ｅ Ｄ 1式

4 隊長席側アウト サイ ド ミ ラ ー サイ ド バイ ザー取付含む 1式

5 赤色点滅灯（ フ ロント ） 大阪サイ レ ン製 1式

6 赤色点滅灯（ 前側面部） 高輝度Ｌ Ｅ Ｄ タ イ プ 2

7 赤色点滅灯（ 後側面部） 高輝度Ｌ Ｅ Ｄ タ イ プ 2

8 赤色点滅灯（ 後方向け） 高輝度Ｌ Ｅ Ｄ タ イ プ 1式

9 赤色点滅灯（ 後部ド ア下部裏面） 高輝度Ｌ Ｅ Ｄ タ イ プ 1式

10 フ ロント フ ォ グラ ンプ メ ーカ ー設定バルブで可能 1式

12 バッ ク ブザー 音声合成・ ブザー切替（ メ イ ンスイ ッ チ付） 1式

13 赤帯 再帰性に富んだ反射材（ フ ロント 除く ） 1式

14 青帯 再帰性に富んだ反射材（ フ ロント 除く ） 1式

大阪サイ レ ン製

（ 音声合成・ フ ェ ード イ ンフ ェ ード アウト ・ イ エルプ・ マイ ク 付）

16 フ レ キシブルマイ ク 大阪サイ レ ン製 1式

17 電流・ 電圧計 運転席イ ンスト ルメ ント パネル内 1式

18 フ レ キシブルマッ プラ ンプ 助手席取付・ Ｌ Ｅ Ｄ 1式

19 助手席用イ ンナーミ ラ ー 1

20 デジタ ル時計（ 温湿度計付き ） 傷病者室取付（ 電波時計） ※加工等含む 1

21 室内灯調光器取付 1式

22 右アシスト グリ ッ プ（ 前） 取付 1

23 右アシスト グリ ッ プ（ 後） 取付 1

24 バッ ク ド ア開口部大型アシスト グリ ッ プ取付 1

25 ティ ッ シュ ボッ ク スホルダー取付 4

26 Ｃ 型バネフ ッ ク 取付 必要数

27 冷温蔵庫（ マキタ 製Ｃ Ｗ０ ０ ３ Ｇ Ｚ Ｏ ） Ａ Ｃ 出力コ ン セン ト 取付を 含む 1

別　 表　 　 　 　 　 　 　          　 高規格救急自動車取付品（ 同等品以上と する ）

１ 　 車両取付品および付属品

1式15 電子サイ レ ン

１ 式11 レ スキュ ーセッ ト
６ ０ ０ ㎜バール・ ガラ スカ ッ タ ー・ シート ベルト カ ッ タ ー
ボルト ク リ ッ パー
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番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

フ ァ ーノ ： エク スチェ ンジスト レ ッ チャ ー
（ モデル４ ０ ８ ０ Ｓ ト ラ ンスポータ ーレ ッ ド Ｊ ）

マッ ト レ ス（ モデル４ １ ５ ５ Ｊ ）

Sof t enピロー（ 枕固定ベルト 付き ）

レ スト レ イ ント （ モデル４ ３ ０ 　 １ ピース） ３ 本

ガート ル架キッ ト

29 ルーフ ネッ ト フ ロント ・ リ ア 1式

30 酸素マスク 収納庫取付 傷病者室取付 1式

31 収納庫（ 鉄蓋・ ダイ ヤル式鍵付き ） 傷病者室取付 1式

32 収納庫若し く は収納部 傷病者室取付 1式

33 収納庫若し く は棚 傷病者室取付 1式

34 ウェ ルパス収納庫 傷病者室取付 1

35 スク ープスト レ ッ チャ ー（ フ ァ ーノ ）
＋バッ ク ボード 固定装置取付

傷病者室の指定する位置
【 メ イ ンスト レ ッ チャ ー右側（ 窓下側面収納庫） 】

1式

36 オゾンク ラ スタ ー１ ４ ０ ０ 1式

37 スイ ッ チ盤 イ ンパネ中央に取付（ 表示付） 1式

38 イ ンバータ ー 正弦波３ ０ ０ Ｗ 1式

39 ヒ ュ ーズボッ ク ス 艤装関係用 1式

40 ホワイ ト ボード 傷病者室の指定する位置に取付 必要数

41 デジタ ル無線機及びＡ Ｖ Ｍ取付けのた
めの配線関係（ 載せ替え）

デジタ ル無線機及びＡ Ｖ Ｍ取付け
１ 式

42 運転室フ ロアマッ ト ゴム製（ 純正品） 1式

43 牽引ロープ（ 載せ替え） ソ フ ト カ ーロープ（ オレ ンジ） ５ ｍ　 ５ ｔ

44 非常用停止表示板（ 載せ替え）

45 スペアタ イ ヤ 純正サイ ズ・ ホイ ル付 1本

46 スタ ッ ド レ スタ イ ヤ 純正サイ ズ（ Ｂ Ｓ 製） ・ 純正ホイ ル付 4本

47 タ イ ヤチェ ーン ゴム製（ サイ ルチェ ーン） 1式

リ ヤバンパーに取付

マグネッ ト 式コ ンセント 用入力ケーブル　 １ ０ ｍ

49 消火器 ４ 型 １ 式

メ イ ンスト レ ッ チャ ー（ 指定品）28 1式

48 外部入力用マグネッ ト 式コ ンセント 1式

14



番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

デジタ ル体温計　 テルモ　 Ｃ ２ ０ ８ 1

鼓膜体温計（ ピ ジョ ン） 予備プロ ーブカ バー２ 箱含む 1
ウェ ルチアレン・ アネロイ ド 血圧計３ 組（ ポケッ ト 型２ チュ ーブ） 1

電子血圧計手首測定型 1

ワンハンド 式電子血圧計 1

リ ッ ト マン コ アデジタ ル　 ステソ スコ ープ　 （ 成人用） 2

リ ッ ト マン  ク ラ シッ ク Ⅱ　 ステソ スコ ープ （ 小児用） 1
リ ッ ト マン  ク ラ シッ ク Ⅱ　 ステソ スコ ープ （ 新生児用） 1

4 ペンラ イ ト 瞳孔ゲージ付　 Ｌ Ｅ Ｄ 2

Ｎ Ｉ Ｓ Ｓ Ｅ Ｉ 　 Ｂ Ｏ －９ ５ ０ 1

ＭＡ Ｓ Ｉ ＭＯ 　 Ｒ ａ ｄ ‐ ５ ７ 一式

日本光電ベッ ド サイ ド モニタ ー ラ イ フ スコ ープVS( BSM-3562)

付属品１ 式

OPT

フ ィ ンガープロ ーブ（ TL-201T） ×２

マルチプローブ（ TL-220T） ×２

ディ スポオキシプローブ小児用（ TL-272T） ５ 個入×５

CO2センサーキッ ト （ TG-980P） １ 組

エアウェ イ アダプタ ー（ YG-211T） １ 箱

十二誘導解析プログラ ム×１ 組

心電図誘導コ ード （ １ ２ 誘導） ×１

成人用カ フ （ 標準） ×２

成人用カ フ （ 大） ×２

小児用カ フ （ 標準） ×２

小児用カ フ （ 小） ×２

心電図電極　 日本光電ビト ロード 　 L-150X　 ×５

心電図電極　 日本光電ビト ロード 　 NC-032Y　 ×５

マシモ　 Ｅ ＭＭＡ 1

成人用エアウェ イ アダプタ 3箱

5 パルスオキシメ ータ

呼気終末二酸化炭素ガス測定器

体温計

1式

3 聴診器

6

２ 　 観察用資器材

1

患者監視装置

血圧計2

7
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番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

アンブ蘇生バッ ク マーク Ⅳ( ﾘｻ゙ ﾊー゙ ｰ付) 4式

アンブシリ コ ン カ フ マスク 　 サイ ズ５ ・ ４ ・ ２ 各２

アンブ蘇生バッ ク マーク Ⅳ新生児用（ リ ザーバー付） 1式

アンブシリ コ ン カ フ マスク 　 サイ ズ０ 1

2 ガスサプラ イ バルブ ガスサプラ イ バルブ（ アンブ対応アダプタ ー付） 1

ANSWERLi t e 1式

ディ スポ呼吸回路セッ ト 【 １ ２ セッ ト ／箱】 1

ベンチサポート アーム 1

オキシパッ ク Ｎ Ｓ Ｙ （ Ｏ Ｘ －ⅢＳ ）

内訳　 減圧弁　 高圧用ニード ル×2

　 　 　 三方チーズ　 高圧用×1

　 　 　 配管ホース　 高圧用×1

　 　 　 ボンベ丸ハンド ル　 台付　 ×1

　 　 　 二連式加湿酸素流量計オキシパッ ク OX-ⅢS×1式

　 　 　 酸素吸入マスク

　 　 　 　 高濃度　 成人用・ 小児用　 各10個

　 　 　 　 中濃度　 成人用・ 小児用　 各10個

　     蘇生マスク （ ｼﾘｺﾝｶﾌﾏｽｸ大・ 中） 各1個

      部品収納バッ ク （ ネーム入り ） ×2個

携帯型酸素吸入セッ ト 流量付減圧弁Ｆ Ｌ Ｗ２ 型×1

( バッ グネーム入り ) 収納ケース( マルチオキシゲンバッ グWMOB-5） ×3

パワーミ ニッ ク Ⅱ

予備吸引ボト ル・ 予備吸引チュ ーブ ・ 予備フ ィ ルタ ー付

輸液セッ ト 三方活栓付（ 成人用） 1箱

静脈留置針スーパーキャ ス７ ( 20、 22G) 各２ 箱

３ MテガダームI . V. コ ンフ ォ ート フ ィ ルムド レ ッ シング ３ 箱

使用済み針入れ ２ 個

ラ リ ンゲルチュ ーブサク ショ ンＬ Ｔ Ｓ Ｄ （ サイ ズ: ３ 、 ４ ） 各5本

アイ ジェ ル　 Ｓ Ｉ Ｚ Ｅ ３ 、 ４ 　 　 各5本

気管挿管チュ ーブ（ サイ ズ７ 、 ８ ｍｍ） 各5本

挿管用スタ イ レ ッ ト （ 大） 3本

食道挿管検知器（ フ ォ ローキャ ッ プ） 5個

ト ーマス　 エアウェ イ チュ ーブホルダー（ 大人用） 10個

ウェ ルチ・ アレ ンＬ Ｅ Ｄ 喉頭鏡セッ ト A（ ハンド ルを ショ ート に変更） 1式

マギール鉗子（ 大・ 小） 各1本

7 輸液用資機材

4 流量計付加湿酸素吸入装置

1式

1

6

3

電動吸引器

自動式人工呼吸器

３ 　 呼吸・ 循環管理用資器材

手動式人工呼吸器

5

1式

１ 式

エアウェ イ8
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番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

自動除細動器　 TEC-2601

予備用バッ テリ ー（ 充電式）

電極リ ード 線

フ ィ ンガープロ ーブ

データ カ ード 2G×2

除細動レ ポート 表示ソ フ ト

キャ リ ングバッ グ

人形用アダプタ ー×2

除細動パッ ド （ 20枚）

10 ビデオ硬性挿管用喉頭鏡 エアウェ イ スコ ープ（ AWS-S100） 1式

番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

1 ロングバッ ク ボード ハイ テク バッ ク ボード 　 モデル２ ０ １ ０ 2式

2 バッ ク ボード スト ラ ッ プ Ｎ Ｓ Ｙ バッ ク ボード スト ラ ッ プ（ 片締め） 5本

3 ヘッ ド イ モビラ イ ザー モデル４ ４ ５ （ 専用収納ケース付） 2式

フ ァ ーノ ・ モデル６ ５ Ｅ Ｘ Ｌ  ピ ン付タ イ プ 1式

ヘッ ド イ モビ ラ イ ザー・ ＃４ ４ ５ －Ｓ （ 専用収納ケース付） 1式

5 頸部固定用副子 スティ フ ネッ ク セレ ク ト  （ 成人用・ 小児用） 各5式

駆血帯（ エスマルヒ ） 1

井の内式（ ブルー） 3本

7 バキュ ームスプリ ント ボディ ーフ ィ ッ ク ススプリ ント 1式

番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

1 毛布（ 載せ替え）

2 スト レ ッ チャ ー用シート フ ァ ーノ シーツ 　 　 （ 50枚入） 5箱

3 タ ーポリ ン担架 固定ベルト ２ 本付 2

4 レ イ ンカ バー ディ スポ・ レ イ ンカ バーＤ Ｒ Ｃ Ｖ －１ ０ 1

5 ペイ シェ ント シールド 収納ケース付き 　 モデル101255 2

４ 　 創傷等保護用資器材

4

自動除細動器（ 載せ替え）

6 駆血帯

9

スク ープスト レ ッ チャ ー（ 指定品）

５ 　 保温・ 搬送用資器材
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番号 品　 　 　 　 名 摘　 　 　 　 　 　 要 数　 量

1 リ ングカ ッ タ ー 替刃付 1

2 万能バサミ 2

3 膿盆セッ ト ３ ３ ㎝・ ２ ７ ㎝・ ２ ０ ㎝　 各１ 1式

4 救急カ バン Ａ Ｋ －５ ０ ０ 、 Ａ Ｋ －３ ５ ０ （ ネーム入） 各3個

5 ペーパータ オルホルダー 1

6 タ ッ パー（ 載せ替え）

7 カ ーナビゲーショ ンシステム取付 ナビゲーショ ン ＋全方向モニタ ーカ メ ラ 取付 1式

8 Ｅ Ｔ Ｃ 車載器 セパレ ート 型（ セッ ト アッ プ含む） 1式

9 赤色誘導灯（ 載せ替え） 誘導灯

PELI CAN 

GENTOS OZ- 334D 1

11 ド ラ イ ブレ コ ーダー 前後録画 1式

12 お産セッ ト タ イ プＭ 5

６ 　 その他の救急用資器材

懐中電灯（ 載せ替え）10
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赤磐市長　　　　　　　　　様

住　　　所
商号又は名称
氏　　　名

　　下記のとおり入札内訳書を提出します。

案件名

台数

本   体（車種名：　　　　　　　　　）

　　　　　計　　　　　　　　　　　　①

①に対する消費税　　　　　　　　　　②

※参考

自賠責保険料（２５ヶ月）

自動車重量税

リサイクル手数料

諸費用（課税対象分）

令和　　年　　　月　　　日

入　　札　　内　　訳　　書

　　㊞　　

令和８年度高規格救急自動車購入

諸費用（非課税分）　　　　　　　　　④

入札価格                            ➅

１台

　　小 　　計 （①＋②）　　　　　　③

　 合　　　 計（③＋④）　　　　　　⑤

車両取付品、その他積載資機材、艤装等

　金　　額　（円）

オートマチック　４輪駆動


